
 

 

 

 

 

     
 

 

１ 日 時 令和４年１０月２７日（木）第５校時 

２ 学 年 第５学年１組（男子９名 女子８名 計１７名） 

３ 指導の方向性                                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

指導者 森脇 葵 

    濱本 純子 

単元設定に関わって 
本単元は，江田島の海の

魅力や課題を踏まえて構想

した単元である。前学年で

は，自分たちが生活する地

域が抱える課題から，高齢

者が住みやすい地域にする

ために，自分たちができる

ことを探る「中町小☆きら

きら☆プロジェクト」を行

った。「やさしいまちづく

り」を受け，人だけではな

く生き物にもやさしいまち

をつくることに発展した。

地域の自然，環境などの地

域資源から課題をたて，探

究的な学習を行う。自然に

親しんだり，地域を支える

人と直接かかわったりしな

がら課題を解決していく。

そこから学んだことを表

現，発信する活動を通して，

地域を持続可能な社会とし

て発展させていくための課

題を理解し，自ら地域社会

に貢献しようとする意欲を

高めることができる単元で

ある。 

（１）「江田島の海」に関わる児童の実態 
校区に長瀬海岸がある。夏は海水浴に来る客が多く，家族で遊びに行く児童も

いる。遠足では，「海の形」ビンゴを行ったり，水産教室でマコガレイの放流をし
たりした場所でもある。江田島の海についてアンケートを行った結果（９月）「江
田島の海が好き」「海の生き物が好き」という質問に対して１００％の児童が肯定
的な回答をした。その理由として，「様々な生き物がいて面白いから」「釣りや海
水浴ができるから」「見たことがない生き物を調べるのが楽しい」などがあった。 
（２）「プロジェクト型学習（PBL）」に関わる児童の実態 
前学年では，「人にやさしい江田島」をテーマに自分の生活や自分の住んでいる

地域の中から課題を見つけて,解決する学習を進めてきた。体験や交流を通して,
主体的に学習をする児童の姿も見られるようになった。夏休みの各種コンクール
進んで応募した児童の割合は１００％である。総合的な学習の時間の中で，情報
を集め整理して，調べたことを発表する学習活動に進んで取り組んでいる児童の
割合は８２％である。様々な本や ICT 機器を活用しながら，情報を収集すること
に肯定的な児童が多い。一方で，「自分の思いや考えをもとに，新しいものを創り
出す活動をしている」という質問に対し，４７％の児童が否定的な回答をした。
自分の考えや思いを伝える等，プレゼン力や表現力に課題がある。 
【主体性】課題を解決するために，自分から進んで身近な人と協力しながら行動

するとともに，他者の考えを受け入れ，よりよい解決を目指している。 

 自分自身の考えを身近な友達と共有しながら取り組もうとしている。他人の考

えを受け入れることはできるが，それらを自分の考えに加えたり，組み合わせた

りしてよりよい解決を目指すところまでは至っていない。 

【伝え合う力】目的や相手に応じて，伝える内容を吟味したり，資料を再構成し

たりして，根拠を明確にして適切に表現することができる。 

 目的意識や相手意識が薄い。伝えることが目的になる児童が多く、何のために

伝えたいのかという意識をもち，それに応じて内容を吟味することが難しい。 

【やり切る力】自分の特性を生かして，夢や希望等に向かって努力するとともに，

自己を高めることができる。 

 決められたことや自分で決めたことを最後までやり切ろうとする。「自分にはよ

いところがあると思う」という質問に対して，８８．２％の児童が当てはまると

回答した。自分の特性を生かして，前向きに取り組もうとする児童が多い。 

 

【指導の工夫】 
（１）プロジェクト型学習（PBL） 

単元を貫く問いとして「江田島の海の魅力って何だろう」を設定し，江田島の海の魅力を発見し，よさ
を追究していく。実際に海へ何度も行く機会を設けたり，調べ学習を繰り返し行ったりすることで，自分
たち自身が江田島の海の魅力に気付くことができるようにする。学習を進める中で，自分の考えとはまた
違った見方があることに気付き，これまで意識していなかった江田島の海の魅力やよさを改めて認識し合
いながら，江田島の魅力を広め，維持・向上に努めたいという意欲を高める。 

（２）ルーブリック評価 
   子どもたち自身がルーブリック評価の観点を決め，それを目指すことによって学習に向かう意欲を高め

る。その段階に到達するまでにどのようなことが必要なのかを吟味し，試行錯誤を繰り返すことによって，
「人にも生き物にもやさしい町づくり」というゴールに向かっていく。 

（３）育成したい資質・能力について 
自己決定の場を設定し，自分で考え，判断し行動することができるようにする。また，意図をもって活

動を進めることで，最後まで責任をもって取り組むことができるようにする。思考ツールを活用したり，
どのようにしたら相手に伝わりやすいかなどを繰り返し見直したりする場を設定する。そうすることで，
自分の考えを発表する時に，自分の考えがうまく伝わるよう，資料や文章，話の組立てなどを工夫して発
表できるようにする。また，考えた理由や根拠を明確にしてプレゼンしたり，書いたりするなどの表現力
を高める。自分の思いや考えをもとに，新しいものを創り出す活動を続けていく。 

 

総合 第５学年 江田島市立中町小学校 指導者 森脇 葵 

   濱本 純子 

   

 

 

 

 

単
元
名 

本単元と関連する９年間で育成する資質・能力  

 

 
 

主体性  伝え合う力 

「江田島の海を見つめて ～ミラクルなかマリン オープン！！～」   
 



４ 単元の評価規準及び身に付けたい資質・能力についてのルーブリック 

 知識・技能 思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態

度 

評 

 

価 

 

規 

 

準 

 

① 江田島の海の生き物の
生態やその生き物が住
んでいる環境について
理解している。 

② 江田島の海に住む生き
物の状況を捉えるため
に，生物種や生息環境
に応じた方法で現地調
査やインタビューを実
施している。 

③ 江田島の海に関する理
解は，人と生き物がつ
ながるために探究的に
学習してきたことの成
果であることに気付い
ている。 

① 江田島の海を見つめて，魅力に
ついての課題を設定し，解決の
見通しをもって計画を立てて
いる。 

② 江田島の海の現状を捉えるた
めに，必要な情報について手段
を選択して多様な方法で収集
したり，必要に応じて蓄積した
りしている。 

③ 課題解決に向けて，必要な情報
を取捨選択したり，複数の情報
を比較したり関係づけたりし
ながら解決に向けて考えてい
る。 

④ 相手意識をもち，江田島の魅力
が伝わるように，調べて分かっ
たことやデータ，写真等を効果
的に使い分かりやすく表現し
ている。 

① 課題解決に向けた自己
の取組を振り返ること
を通して，自分の意志で
探究的な活動に取り組
もうとしている。 

② 江田島の海の魅力を伝
えるための探究的な活
動体験を通して，自分と
違う友達の考えを生か
しながら，協働して取り
組もうとしている。 

③ 江田島の海の魅力を広
めるために自分ででき
る取組を通して，身近な
地域や人と関わろうと
している。 

Ａ 

① 江田島の海の生き物の
生態やその生き物が住
んでいる環境につい
て，関係付けたり，推
論したりして，様々な
環境と関わって生きて
いることを理解してい
る。 

② 目的や対象に応じた調
査やインタビューを実
施している。 

③ 江田島の海と自分たち
の生活がつながってい
ることを理解し，活動
を続けている。 

① 他者の意見を生かして自分で
課題を設定している。 

② 必要な情報について手段を選
択したり，必要に応じて蓄積し
たりすることができる。 

③ 情報を取捨選択したり，複数の
情報を比較，関連付けたりして
いる。 

④ 相手意識をもち，江田島の海の
よさについて，情報を効果的に
まとめ，表現している。 

① 課題解決に向けた自己
の取組を振り返りなが
ら，自己の意思で探究的
な活動に取り組んでい
る。 

② 自分と異なる意見や考
えを生かしながら，協働
的に探究活動に取り組
んでいる。 

③ 江田島の魅力を広める
ために自分のできるこ
と取り組み，身近な地域
との関わり方に活かす
ことができる。 

Ｂ 

① 江田島の海の生き物の

生態や住んでいる環境

について，比較したり，

分類したりしながら，

理解している。 

② 現地調査やインタビュ
ーをすることができ
る。 

③ 江田島の海と自分たち
の生活がつながってい
ることを理解すること
ができる。 

① 自ら課題を設定することがで
きる。 

② 正確な情報を集めることがで
きる。 

③ 自ら必要な情報を取捨選択す
ることができる。 

④ 江田島のよさをまとめ，表現し
ている。 

① 課題解決に向けて，探究
的な学習に取り組んで
いる。 

② 友達の意見を聞きなが
ら，協働して取り組んで
いる。 

③ 江田島の魅力を広める
ために自分のできるこ
とを見つけている。 

 

 

 

 



５ 指導と評価の計画（全６０時間） 

 

 

 

小単元名（時数） 学習活動 知 思 態 評価方法 

１ 江田島の

海のよさを

探ろう。 

（１９） 

○江田島の海について思いつくことを出し，江田島の海の魅
力と学習課題について考える。（１） 

※遠足で「海の形」ビンゴをする。（４月） 
○江田島の海について，調べたいことやもっと知りたいこと
を見つける。（１） 

○海の生き物について詳しく知るための計画（日時，プログ
ラム等）を決める。（１） 

 ① ① 

・発言内容 

・ワークシート 

 

 

 

○現地調査を行う。（１） 
○現地調査で分かったことについて整理・分析を行う。（２） 
※マリンアドベンチャーに参加する。（５月） 
○マリンアドベンチャーの現地調査で分からなかったこと
や，もっと知りたいことについて調べる。（４） 

① ②  

・行動観察 

・発言内容 

○生き物を飼うための準備をする。（２） 
○生き物を採取する。（２） 
○他学年に知らせるための準備をする。（４） 
○他学年に紹介する。（１） 

 ③ ② 

・発言内容 

・ワークシート 

・行動観察 

２ 江田島の

海の生き物

ガイドにな

ろう。 

（２７） 

○単元を通した課題を設定する。（１） 
○さらに詳しく知りたい生き物について調べる。（３） 
○「さとうみ科学館」の人に生き物の生態やつかまえ方や飼
育についてインタビューする。（２） 

○調べたことをもとに分かったことや気付いたことを整
理・分析する。（２） 

 ② ① 

・発言内容 

・行動観察 

○生き物を近くで見るための方法を考える。（１） 
○「みやじマリン」の人の話を聞き，働き方や生き物の見せ
方について知る。（３） 

○「さとうみ科学館」の人の話を聞き，飼育環境について知
る。（２） 

○調べたことをもとに分かったことや気付いたことを整
理・分析する。（１） 

○飼育環境（水族館設計図）について考える。（１）本時 

② ③  

・行動観察 

・発言内容 

・ワークシート 

 

○みのり学習発表会で，江田島の海の生き物について発表す
るための準備をする。（５） 

○みのり学習発表会で江田島の海の生き物について広める。
（１） 

 ④ ② 

・発言内容 

・行動観察 

○身近で本物を見る工夫を考えよう。（１） 

○どうやったら本物を見ることができるのか考える。（２） 

○本物を見るための計画を立て，実践する。（２） ① ③  

・行動観察 

・発表内容 

３ 自分たち

にできるこ

とを考えよ

う。 

（１４） 

〇江田島をよりよくするために自分たちにできることを考
える。（１） 

○さとうみ科学館や水産業に関わっている人（水産課・漁
師・牡蠣）の方に話を聞き，江田島の海の現状について知
る。（２） 

②  ③ 

・行動観察 

・発言内容 

○どのようにしたらより伝えられるか，方法や工夫を考え
る。（１） 

○水族館を開くための準備をする。（４） 
○水族館を開く。（２） 

 ④ ② 

・行動観察 

・発言内容 

○これまでの学習のまとめをする（２） 
○これまでの活動を通しての自分の変容を振り返り，今後の
江田島の海について見通す。（２） 

③  ③ 
・発言内容 

・ワークシート 



６ 能美中学校区の資質・能力をもとにした単元の目標 

  江田島の海について調べたり，江田島の海に関する活動に協働して取り組んだりすることを通して，

江田島の海の魅力や課題について考え，海で活動を続ける人々や組織の意図や願いを理解するととも

に，江田島の海とのつながりを意識しながら主体的に行動したり生活したりできるようにする。 

  【主体性】 

   江田島の海を生かした探究的な学習に主体的・協働的に取り組もうとする。 

【伝え合う力】 

 地域社会や実生活の中から問いを見いだし，自分で課題を立て，情報を集め，整理・分析して， 

まとめ，目的に応じて表現する力を身に付けることができる。 

【やりきる力】 

 江田島の海を生かした探究型の学習の過程において，課題の解決に必要な知識や技能を身 

に付け，江田島の海の魅力や課題を理解し発信することができる。 

 

７ 本時の学習（３５/６０） 

（１）本時の目標 

   水族館をオープンさせるために「水族館設計図」を考え，学級全体で飼育環境を設定することが

できる。【思考力・判断力・表現力】 

 

（２）学習の 展開  

 

学習活動 

主な発問（発）指導上の留意点（◇） 

・予想される児童の反応 

（◆「努力を要する」状況と判断される 

児童生徒への手だて） 

・評価規準 

（評価方法） 

【ルーブリック】 

つ

な

が

り 

１ 進捗度とゴールについて 
確認をする。（２分） 

発「ここまでの学習の流れとゴールを確認し
ましょう」 

◆単元構想図を提示し，これまでの流れとゴー
ルを確認させる。 

 

見

通

す 

２ 本時のめあてを確認し， 
本時の学習活動の見通しを
もつ。（３分） 

 

 

 

３ 「水族館」の課題をとら

える。（５分） 

○「水族館」の課題について，

発表する。 

 

 
 
 
 
 
 
発快適な水族館ってどんな水族館でしょう
か？ 

・生き物の命と責任 
・生き物の組み合わせ 
・生き物が住んでいる環境 
・海水の温度 

 

考

え

る 

 
グループ対話 
４ グループで考える。 
○今まで集めた情報をもと 
に，「水族館設計図」を種類
別グループで考える。 
（１０分） 

 

 
発 水族館を作る時に気をつけた方がいいこ
とを考えながら「水族館設計図」をかきまし
ょう。そのようにした理由も考えましょう。 

◇根拠や理由を明確にさせ，付箋に書かせる。 
◆視覚的な手立てとして，絵・写真や図を選べ
るようにする。 

・エアーポンプがあった方がいいな。 
・食べられてしまわないように別々にしよう。 
・海水は毎日かえる？大変だな。 
・水そうの大きさを考えて，１ぴき入れよう。
１０ぴき入れよう。 

・海藻があったほうがいいな。 

 

○め  自分たちも生き物にも快適な「ミラクル水族館設計図」を考えよう。 



 

（３）本時の評価基準及びルーブリック 

 思考・判断・表現 

能美中学校区 

（中期） 

目的や相手に応じて，伝える内容を吟味したり，資料を再構成したりして，根拠を明確に

して適切に表現することができる。 

Ａ 
自分たちがやってみようと思う「水族館設計図」を具体的に考え，その方法や工夫を

示しながら，考えた理由を説明できる。 

Ｂ 自分たちがやってみようと思う「水族館設計図」を考え，考えた理由を説明できる。 

Ｃ 自分たちがやってみようと思う「水族館設計図」を発案している。 

 

８ 板書計画 

 

 

 

 

 

 水族館を作る時に気をつけたいこと 

  ・命と責任 

  ・数 

  ・組み合わせ 

  ・環境 

  ・海水 

 

「ミラクル水族館」を今度こそ！ 

     本物を近くでみたい！              飼育環境を整えよう 

 

深

め

る 

全体で交流 
５ まとめる。（２０分） 
○「水族館設計図」を発表し，
気付きを交流し，まとめる。 

 
 

 

 

 

 

 

 

発 各グループで考えた「水族館設計図」を 
発表しましょう。 

◇比較，関係付けながら聞くように声をかけ
る。 

・いっしょの水槽に入れられない。食べられて
しまうから。 

・魚類は一緒に飼えそうだ。 
 
発５年生が「水族館」をオープンするために
必要なことはどんなことでしょう。 

◇自分たちが考えた「水族館設計図」がよりよ
いものとなるように専門家からアドバイス
を聞く。 

・海水はろ過装置を使って，きれいにすればい
いね。 
・生き物が長生きする環境を作ろう。 

 

 

 

 

 

 

 

・課題解決に向け
て，必要な情報を取
捨選択したり，複数
の情報を比較した
り関係付けたりし
ながら解決に向け
て考えている。 

〈発言内容・ワーク
シート〉 

振

り

返

る 

 
 
 
 
６ 振り返る。（５分） 
○めあてに対しての本時の自
分の学習の成果をふり返る
とともに今後の活動の見通
しをもつ。 

 
 
 
 
 
発ガイドライセンスのレベルは，上がりまし
たか？ 
◇生き物ガイドライセンスと，自分の達成度を
照らし合わせながら振り返る。 

 

○め  自分たちも生き物にも快適な「ミラク

ル水族館設計図」を考えよう。 

 

【児童のまとめ例】 
・近くでいつでも本物を見せることができるように水族館をオープンさ
せたい。そのために飼育する環境を整える必要がある。 



 

９ 単元構想図      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生き物にはそれぞれ

特徴がある。 

 

Ｃ

Ｃ

Ｃ 

 

○今度こそ！ミラクル水族館 第２弾～本物が近くで見たい！～ 
甲殻類（ウミホタル・テッポウエビ），魚類（チヌ・タツノオトシゴ・ヨウジウオ）， 

貝類（マテ貝・あさり）ホンヤドカリ科（エタジマホンヤドカリ），カブトガニ科（カ

ブトガニ），ヒトデ類（マヒトデ・イトマキヒトデ），クラゲ類（カギノテクラゲ・ウリ

クラゲ），ナマコ類（ナマコ） 

まとめ・表現 

振り返り 

課題設定② 

整理・分析 

情報の収集 

○ミラクル水族館 第１弾 ～1年生さん ようこそ！～ 
江田島の海で見つけた海の生き物を飼育して，みんなに見せてあげよう 
ヒライソガニ・コメツキガニ・チゴガニ・ハクセンシオマネキ・ガザミ 

国語科 

「【情報】統計資料の
読み方」 
「グラフや表を用い

て書こう」 

◎江田島の海はどんな海だろう。（ウェビング） 

 

 

 

 

 
実際に海に行って調査してみよう（長瀬海岸・ふもと川河口） 

課題設定① 

ごみがたくさん 

ある。 

単元名 「 江田島の海を見つめて ミラクルなかマリン オープン！！  」 

◎本質的な問い：人も生き物もすごしやすい町って何だろう。 

〇単元を貫く問い：江田島の海の魅力って何だろう。 

 

 江田島の海の魅力

や課題は何だろう？ 

 

○どんな場所にどんな生き物がいるのだろう 

 海の生き物のことを 

もっと詳しく知りたい。 

社会科 

「水産業の盛んな地
域」 

国語科 

「図書館を使いこなそ

う」 

さとうみ科学館 西原館長さん，平山さん 農林水産課 藤本さん 

 絶滅危惧種や準絶滅 

危惧種がいる。 

 

 カニばっかりだな。 
国語科 

「目的に応じて引用す

るとき」 

道徳 

D-(19)「命の尊さ」 

 干潟にたくさんの生

き物がいる。 

 

 江田島らしい生き物を

広めたい。 

 

めずらしい生き物が

いる。カブトガニ 

４月 学校行事 遠足 

「中町ウォークラリー・長瀬 

海の形ビンゴ」 

５月 27日  
マリンアドベンチャー 

「中町ウォークラリー・長瀬 

海の形ビンゴ」 

海がきれい。 

泳ぐことができる。 

７月１日  
水産教室 

「マコガレイの放流」 

 種類を増やしたいな。 

 水族館は難しいな。 

無理だな。 

 あきらめたくないな。 
 命を大切にしなくちゃ。 

責任をもたなくちゃ。 

 江田島の海にはたく 

さんの生き物がいる。 

 

生き物が多い 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

算数 

「割合（１）」 

 

人にも生き物にもやさしいまちづくり 

課題設定③ ○これからも生き物が江田島の海で暮らしていくには，どうした
らよいのだろう。 

 

整理・分析 

○生き物ガイドになるために，江田島の海の生き物について詳し
くなろう。 

まとめ・表現 

情報の収集 

○知らせよう，広めよう！ 
 ミラクル水族館 ○月○日オープン！ 
（ガイド：ライセンスＡ級，リーフレット，ポスター） 

社会科 

「くらしを支える食
料生産」 

 

社会科 

「わたしたちの

生活と環境」 

 生き物のことについて紹介 

できるようになりたいな。  本物を近くで見たい。 

○江田島をよりよくするための活動を続けよう。 
 （ガイド：ライセンス S級をめざすぞ！！） 
 

 身近で実際に飼って生き物 

のことを詳しく知りたい。 

振り返り 

・実行 

 考えたことを地域 

の人や他校に伝え 

たいな。 

 

さとうみ科学館 西原館長さん，平山さん 

農林水産課 藤本さん 

○江田島の海の生き物についてガイドします。（ライセンス C級） 

江田島の海の魅力 ミラクル水族館予告編（スライド，発表） 

国語科 

「伝わる表現を

選ぼう」 

算数 

「割合（２）」 

みやじマリン 沖さん 

10 月 23日  
みのり学習発表会 

「江田島の海の魅力を伝

えよう）」 

情報の収集 

さとうみ科学館 西原館長さん，平山さん 

振り返り 

つかまえるコツ 生き物の生態 近くで見る（飼育環境） 海の環境 

まとめ・表現 

整理・分析 

漁師さん 

○江田島をよりよくするために，自分たちにできることを考えよ
う。 

 

10 月 14日 

水産教室 

講義 

 

 


